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胴割粒を出さないためには、早めの収穫、慎重な乾燥作業を 

空気が極度に乾燥した状態のとき、籾水分が低く（22％未満）なってい

ると胴割粒が急増する。収穫適期直前の場合は、以下の対応を検討する。 

（１）早期の収穫を検討する 

・収穫開始のめやすを黄化籾の割合 80％程度※とし、通常(黄化籾 85～

90％)よりも早めの収穫を検討する。 

※ 上位３～４本目の１次枝梗に着生する２次枝梗籾にまだ青みが残っている状態 

 

（２）胴割粒の発生を防ぐ乾燥方法とする 

・乾燥機張込み時の籾水分が低い場合は、日中は常温の通風乾燥とする。 

・点火は夜間に気温が下がってから行い、送風温度を低めに設定（毎時

乾減速度 0.5％以下）して乾燥する。 

・二段乾燥機能や休止乾燥機能を活用する。 
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⚫ 今年は出穂期後が高温となり、さらに 10 月初めまでの高温予想(９月

１日発表１か月予報)のため、基部未熟粒・胴割粒等の発生が懸念される。 

⚫ 特に中生品種は、早生品種以上に登熟初期（出穂後 10 日間）の最高気温

が高く推移したため、胴割粒の発生が懸念され、今後の天候によって

さらに発生拡大が推測される。 

台風 11号によるフェーン現象発生の恐れあり 


